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(57)【要約】
　一般に入手可能なピクセル構造を有する既知の表示装
置は、３Ｄオブジェクトの有色ホログラム再現の描画に
おいて、空間多重化を用いる再現方式に依る場合、いく
つかの不利益を有する。解決策は、ホログラム表示装置
の光学画像分離手段上へのカラーフィルタの直接利用、
及び既知の不利益が避けられるように、表示装置の光学
部品と符号化されたホログラムとを組み合わせることを
提供する。発明によれば、水平方向に有色縞が周期的に
繰り返される、平行な、ＲＧＢ原色の縦縞を有するカラ
ーフィルタが画像分離手段に割り当てられる。光変調器
は、観測者の左眼及び右眼用に、６つのピクセル列内に
交互に配置された、各原色についての登録された一連の
２種のホログラムを含み、当該一連のホログラムは、水
平方向に周期的に繰り返される。カラーフィルタ及びホ
ログラムの周期は、互いに同一の角度の広がりを有する
ように関連して構成され、有色縞と、当該有色縞の原色
のホログラムを有する少なくとも２つのピクセル列は、
分離手段に関連付けられる。
【選択図】図３Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源手段の光路上に、光学合焦手段、制御可能な光変調器、及び垂直分離素子を有する
光学画像分離手段を有する有色ホログラム表示装置であって、
　垂直方向の前記光学合焦手段は、マトリックス状に配置された、前記光変調器の制御可
能なピクセルを介して十分なコヒーレント光を観測面に結像し、
　前記光は、観測者の眼球についての視認領域を形成するために重ね合わせられ、
　それに同期して、前記光学画像分離手段の分離素子は、ホログラムが符号化されたピク
セル列を、観測者の各眼球についての視認領域のそれぞれに結像し、
　前記光学画像分離手段は、水平方向に周期的に繰り返される、平行なＲＧＢ原色の縦縞
を有する材質である外部のカラーフィルタに割り当てられ、
　前記光変調器は、観測者の左眼及び右眼用に、６つのピクセル列において交互に配置さ
れる各原色について与えられた、一連の２種のホログラムの列を有し、当該一連のホログ
ラムは光変調器の水平方向において周期的に繰り返され、
　前記カラーフィルタ及びホログラムの周期は、複数の有色の視認領域を生成するために
、各分離素子が、前記カラーフィルタの１つの有色縞、及び当該有色縞における原色のホ
ログラムを有する少なくとも２つのピクセル列に割り当てられるように、同一のサイズを
有し、互いに関連して配置される
　ことを特徴とするホログラム表示装置。
【請求項２】
　原色の縞の１つに割り当てられる前記ピクセル列は、原色について算出されたホログラ
ムを有することを特徴とする請求項１に記載のホログラム表示装置。
【請求項３】
　１つの視認領域が、観測者の左眼用の全てのピクセル列についての重ね合わせられた有
色画像を含み、他の視認領域が、観測者の右眼用の全てのピクセル列についての重ね合わ
せられた有色画像を含むため、観測者に対して多色の３次元オブジェクトをホログラフ的
に生成することを特徴とする請求項２に記載のホログラム表示装置。
【請求項４】
　多色の前記視認領域の水平方向の追跡は、前記光変調器におけるホログラムの符号化を
水平方向に移動することにより実現されることを特徴とする請求項１に記載のホログラム
表示装置。
【請求項５】
　前記ピクセル列は、前記光学画像分離手段の前記分離素子によって、前記観測面に非合
焦方式で結像されることを特徴とする請求項１に記載のホログラム表示装置。
【請求項６】
　各分離素子は、ステレオコントラストを向上させるために、さらに活性化されていない
ピクセル列に割り当てられることを特徴とする請求項１に記載のホログラム表示装置。
【請求項７】
　前記分離素子で構成された前記光学画像分離手段の面は、前記カラーフィルタに取り付
けられ、前記カラーフィルタを有する１つのユニットを形成することを特徴とする請求項
１に記載のホログラム表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、色の空間分割多重化を用いて、視認領域で視ることが可能な３次元オブジェ
クトの有色再現が生成されるホログラム表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　出願人により出願された独国特許出願公開第１０　２００４　０４４　１１１号明細書
は、３次元オブジェクト（３Ｄオブジェクト）についての単色のホログラム再現を生成す
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るホログラム表示装置を開示している。本発明は、当該表示装置に基づく。表示装置は主
構成要素として、光源手段、光学合焦手段、制御可能な空間光変調器（ＳＬＭ：spatial 
light modulator）、及び例えばレンチキュラ方式により実現される画像分離手段とを有
する。
【０００３】
　図１Ａの上面図には、図の明瞭性を維持するために、制御可能な光変調器ＳＬＭのピク
セルマトリックスのうちの２つの単色ピクセルと、画像分離手段の１つの分離素子Ｌのみ
が示されている。分離素子は、ここではレンチキュラのシリンドリカルレンズである。左
方向及び右方向からの視野を再現するように、列方向に交互配置された、３Ｄオブジェク
トの２つの分離された１次元のホログラムは、ＳＬＭに書き込まれる。ＳＬＭの２つのピ
クセル列は、ピクセル列に平行に配置された１つのシリンドリカルレンズによって覆われ
る。図１Ｂの正面図において、ｌ及びｒが示されたピクセル列の配置が概略的に示されて
いる。符号化に関連するピクセルピッチは、ＳＰで示されている。
【０００４】
　シリンドリカルレンズは、ｌ及びｒのピクセル列を観測面に結像する。それに同期し、
光学合焦手段も、ＳＬＭにおける変調後に垂直方向で可干渉性である光を観測面に結像す
る。当該光は、観測者の左眼及び右眼のそれぞれについての視認領域ＶＷＬ及びＶＷＲを
形成するように、観測面において重ね合わせられる。視認領域ＶＷＬ及びＶＷＲは、それ
ぞれの横断面が視認領域を有する、ダイヤモンド状の３次元の領域である。観測者の眼球
は、３Ｄオブジェクトのホログラム再現を知覚可能にするために用いられる、光の２つの
回折次数内の横断面に配置する必要がある。図において矢印で示されたピクセルに入射し
た光は、垂直方向において空間的に可干渉性、かつ水平方向において空間的に非干渉性で
あり、例えば線光源によって放射される。
【０００５】
　図１Ａ及び１Ｃにおいて、光路においてＳＬＭの前段に配置された、線光源手段、及び
同時にフーリエ変換（ＦＴ）を実現する波動光学手段として与えられる光学合焦手段であ
るレンチキュラは、図の明瞭性を維持するために図示されない。
【０００６】
　従来技術によれば、ＲＧＢ原色を有する有色再現を生成するためには、個々のホログラ
ムは、それぞれの色について計算され、３種全てのホログラムは、ＳＬＭにおいて同時に
あるいは連続的に表示される。空間分割多重化を用いるホログラムの同時表示を実現する
ために、これらのホログラムは空間的に交互配置される。三原色及び２つの観測者ウィン
ドウは、６重の多重化が必要であることを意味する。ＳＬＭは、ＲＧＢ光源によって放射
された光で同時に照射され、ＳＬＭのピクセルに適宜割り当てられた標準カラーフィルタ
は、それぞれのピクセルにおいて光を除去する。
【０００７】
　図１Ｃは、有色３Ｄ表示に用いられる、図１Ｂのピクセル列ｌ及びｒの標準構成の正面
図を概略的に示している。この構成において、Ｒ、Ｇ、及びＢである三原色のレンチキュ
ラのサブピクセルは、一体となって正方ピクセルを形成する。ｌで示された列は、左の視
認領域ＶＷＬを結像し、ｒで示された列は、右の視認領域ＶＷＲを結像する。結合された
ＲＧＢのカラーフィルタを有する３つのサブピクセルは、１次元符号化に関連する、３Ｓ
Ｐで示されるピッチを有する正方ピクセルを形成する。ここでは、１次元符号化は、ホロ
グラムが垂直方向の運動視差を有することを意味する。同一波長の光のみが干渉し得るた
め、符号化に関連するピッチ３ＳＰは、単色の３次元表示よりも３倍の長さを有する。従
って、視認領域の垂直方向の広がりは、単色の表示装置よりも１／３の大きさとなる。
【０００８】
　図２Ａは、結合されたＲＧＢカラーフィルタを有するＳＬＭを用いる、有色の３Ｄホロ
グラム表示の生成についての、異なる可能性を示している。ＲＲＧＧＢＢの順において、
各色についての２つのサブピクセル列、及び画像分離手段Ｌの３つのシリンドリカルレン
ズが割り当てられている（図２Ｂ参照）。さらに、各色についての２つのサブピクセルは
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、当該色についての左眼用及び右眼用のホログラムを有する。図２Ａを参照すると、サブ
ピクセル画像の完全な重ね合わせが実現されており、これにより、上述した例よりも大き
い視認領域ＶＷＬ及びＶＷＲが形成されている。符号化に関連するピッチＳＰは、ここで
も、図１Ｂに係る単色の表示装置と同等の垂直方向の広がりを有する視認領域を得るため
に十分な大きさである。しかしながら、このような一連の有色サブピクセルを有するＳＬ
Ｍは市販されておらず、ホログラム再現方法に用いることができなかった。図の明瞭性を
確保するために、図２Ｂにおいて、それぞれのピクセルにおける色Ｒ、Ｇ、あるいはＢは
示されていない。
【０００９】
　一般的に、カラーフィルタは、ＳＬＭのカバーガラスの外部から適用されてもよい。し
かしながら、ＳＬＭのカバーガラスの外部からカラーフィルタが適用された場合、約１ｍ
ｍのガラス板の厚さに対応して、ピクセル構造とカラーフィルタとの間に差が生じる不都
合がある。従って、有色サブピクセルのピクセルピッチが実質的に小さくなる（＜１００
μｍ）ため、特定の環境において、隣接するサブピクセル間で妨害となるクロストークを
引き起こす回折効果が生じる。さらに、ＳＬＭ及びカラーフィルタを介して、直角とは異
なる角度に光路が通過する場合、クロストークが発生する。このことは、光源を移動する
ことにより観測者に視認領域を追跡する場合に起こるだろう。表示装置の中心軸から実質
的に離れており、かつ斜角において光を知覚する観測者に対して、任意色について算出さ
れたホログラムの光は、それぞれのカラーフィルタを通過しない。故に、当該観測者は不
完全な再現を知覚することになる。段階的な劣化は既に小さい角度においても生じている
が、上述した、１ｍｍの厚さのカバーガラスを有し、ピッチが１００μｍである例では、
６度以上の角度でこの現象が生じるだろう。従って、表示装置が用いられうる視野角は実
質的に制限され、表示装置は複数のユーザによって使用されることはできない。
【００１０】
　ホログラム表示装置をプロトタイプあるいは少数生産として作成する場合には、市販の
ＳＬＭパネルあるいは外部のカラーフィルタを使用しなければならないため、これらの不
都合は特に重大である。このような理由により、有色表現はＳＬＭを用いて実現するので
はなく、表示装置内の光学手段により実現されることが望ましい。
【００１１】
　カラーフィルタと合わせて、例えばマイクロレンズ等の光学結像手段を用いて、表示装
置における有色表示を実現することは、従来技術で知られている。
【００１２】
　国際公開第９９／５０９１４号には、広範な光源により放射された光を、有色のマイク
ロレンズが、センサやピクセルであってよい小さい感受性領域に、どのようにして合焦す
るかが開示されている。ここではマイクロレンズの機能は、単色のマイクロレンズにカラ
ーフィルタが結合されたものになる。作成工程においてマイクロレンズは、単色光につい
て所望の放射を与える特定の傾斜角を実現する、曲面形状が与えられる。小さい領域に単
色光が当てられる、後段に配置されたＬＣレイヤのＬＣ分子は、スイッチとして機能し、
当該領域においてフィルタの色に応じて光を除去する。プロセッサは、１つの有色ピクセ
ルを形成するために、３つの単色の光束を結合し、色及び強度を定義する。従って、有色
表示装置は、複数の単色マイクロレンズで作られてもよく、１つの有色ピクセルはこのよ
うな３つの単色マイクロレンズの組み合わせにより常に再現される。この構造は、一般的
な市販の有色表示パネルを用いる有色表現に適している。しかしながら、光はピクセルに
合焦されるため、この種の表示装置は上述したホログラム再現方式には適していない。追
加の結合手段が、観測者の眼球に光を合焦するために光路状に配置される必要がある。こ
のことは、本来避けられるべきである平面表示装置の奥行き及び重量の増加を生じさせる
ことになる。
【００１３】
　米国特許第５６８２２１５号には、マイクロレンズの各々がＲＧＢのうちの１色で色付
けされたマイクロレンズアレイを有する、有色表示装置に関するものである。カラーフィ
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ルタにより、色付けされたマイクロレンズは、当該マイクロレンズを通過した光について
、２つの機能を実現する。それは、表示装置の輝度及び口径比を実現するために、１つの
ピクセルについて個別に合焦される。ここでは、マイクロレンズは例えば着色顔料により
色付けされている。また、有色表示装置は、視認領域を生成するために、追加の光学部品
とともに上述したようなホログラム再現方法を用いる、ホログラム表示装置においてのみ
使用されうる。
【発明の概要】
【００１４】
　本発明の目的は、市販のピクセルアレイを用いた表示装置において、空間分割多重化を
含む再現方式を用いて生成され、視認領域において視ることが可能な、３Ｄオブジェクト
のホログラム再現の有色表示を実現することである。視認領域は、可能な限り広くなるべ
きであり、ホログラム表示装置の前の広角の範囲において、少なくとも１人の観測者が異
なる位置に移動した場合に、当該観測者に追跡することが可能であるべきである。クロス
トークは最小化されるべきである。さらに、表示装置は、平面構造を維持するべきである
。
【００１５】
　解決策は、光源手段の光路上に、光学合焦手段、制御可能な光変調器、及び垂直分離素
子を有する光学画像分離手段を有し、垂直方向の光学合焦手段は、マトリックス状に配置
された、光変調器の制御可能なピクセルを介して十分なコヒーレント光を観測面に結像し
、光は、観測者の眼球についての視認領域を形成するために重ね合わせられ、それに同期
して、光学像分離手段の分離素子は、ホログラムが符号化されたピクセル列を、観測者の
各眼球についての視認領域のそれぞれに結像する。提案される解決策によれば、外部のカ
ラーフィルタは、光学画像分離手段に直接取り付けられ、光学部品及び符号化されたホロ
グラムは、従来技術の不利益を回避するように、互いに関連して配置される。
【００１６】
　本発明によれば、目的は以下により解決される。
【００１７】
　－画像分離手段は、水平方向に周期的に繰り返される、平行なＲＧＢ原色の縦縞を有す
る材質である外部のカラーフィルタに直接割り当てられ、
　－光変調器は、観測者の左眼及び右眼用に、６つのピクセル列において交互に配置され
る各原色について与えられた、一連の２種のホログラムの列を有し、当該一連のホログラ
ムは光変調器の水平方向において周期的に繰り返され、
　－カラーフィルタ及びホログラムの周期は、複数の有色の視認領域を生成するために、
各分離素子が、カラーフィルタの１つの有色縞、及び当該有色縞における原色のホログラ
ムを有する少なくとも２つのピクセル列に割り当てられるように、実質的に同一のサイズ
を有し、互いに関連して配置される。
【００１８】
　本発明の更なる実施形態によれば、原色の縞の１つに割り当てられるピクセル列は、原
色について算出されたホログラムを有する。
【００１９】
　周期的な配置は、１つの視認領域が、観測者の左眼用の全てのピクセル列についての重
ね合わせられた有色画像を含み、他の視認領域が、観測者の右眼用の全てのピクセル列に
ついての重ね合わせられた有色画像を含むため、観測者に対して多色の３次元オブジェク
トをホログラフ的に生成することを実現する。
【００２０】
　さらに、観測者が別の位置に移動した場合にも、継続的にホログラム再現を視ることが
できるように、多色の視認領域の水平方向の追跡は、光変調器におけるホログラムの符号
化を水平方向に移動することにより実現されることを提供する。
【００２１】
　視認領域を拡大するために、ピクセル列は、画像分離手段の分離素子によって、観測面
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に非合焦方式で結像されることが好ましい。
【００２２】
　画像分離手段の各分離素子は、ステレオコントラストを向上させるために、いくつかの
活性化されていないピクセル列に割り当てられてもよい。
【００２３】
　ホログラム表示装置の作成工程は、分離素子で構成された画像分離手段の面は、カラー
フィルタに取り付けられ、カラーフィルタを有する１つのユニットを形成する場合に、単
純化されてよい。
【００２４】
　本発明は、従来技術よりもさらに、以下の利点を提供する。即ち、上述した方式に係る
色表現は、より小さい、使用に適した有色ピクセルのピッチ、及び観測者の眼球について
の、より広範な視認領域を提供する。隣接するピクセル間のクロストークは、光の個別の
光路により最小化される。全ての部品は市販のものであり、かつ不具合があった場合にい
つでも容易に交換可能である。さらに、すべての部品が互いに容易に調整可能であること
は、プロトタイプ及び少数生産として表示装置を作成する際に特に重要である。
【００２５】
　本発明は、添付の図面とともに、実施形態を用いて以下に詳細に説明される。
【００２６】
　図１及び２は、上述した背景技術で説明された。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１Ａ】従来技術に係る、右眼用及び左眼用の視認領域を生成する、単色のホログラム
表示装置の主要部品を示している。
【図１Ｂ】ピクセルピッチの表示を含む、単色の光変調器の２つのピクセル列の正面図の
詳細を示している。
【図１Ｃ】取り付けられたカラーフィルタと、ピクセルピッチの表示を含む、ＳＬＭの２
つのピクセル列の正面図の詳細を示している。
【図２Ａ】画像分離手段の分離素子、及び取り付けられたカラーフィルタを有するＳＬＭ
のピクセルを含む、有色ホログラム表示装置の詳細を示している。
【図２Ｂ】取り付けられたカラーフィルタを含む、ＳＬＭの２つのピクセル列の正面図の
詳細を示している。
【図３Ａ】市販の単色のＳＬＭパネル、画像分離手段、及び割り当てられたカラーフィル
タを有する、本発明に係る有色ホログラム表示装置の詳細を示している。
【図３Ｂ】図３ＡのＳＬＭの詳細を示しており、矢印は、本発明に係る有色縞への分離素
子により覆われるピクセル列の割り当てを示している。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　発明は、有色ホログラム表示装置の詳細を示す上面図である図３Ａを参照して、より詳
細に以下に説明される。光源ＬＱにより放射されたコヒーレント光は、光学合焦手段ＦＭ
を介して、市販の単色ＳＬＭの６つのピクセル列を照射する。ＳＬＭは、光路上において
、光学画像分離手段Ｌ、及び平行なＲＧＢ原色の縦縞が周期的に繰り返される透明素材で
あるカラーフィルタＦに続く。６つのホログラムは、水平に交互配置される方式で、ＳＬ
Ｍの６つのピクセル列に書き込まれる。カラーフィルタＦの原色Ｒ、Ｇ、及びＢのそれぞ
れについての２つのホログラムＨＧは、観測者の左眼用及び右眼用の２つのピクセル列に
交互配置される。これら２つのホログラムは１つの分離素子に割り当てられ、当該構造は
ＨＧＲＬ（赤、左）、ＨＧＲＲ（赤、右）、ＨＧＧＬ（緑、左・・・）、ＨＧＧＲ、ＨＧ
ＢＬ、ＨＧＢＲの順番でＳＬＭの全体に渡って周期的に繰り返される。「左」及び「右」
は、左眼用及び右眼用の視認領域ＶＷＬ及びＶＷＲのそれぞれについての、特定の色のホ
ログラムであるものとして理解されるべきである。両方の周期、即ち画像分離手段Ｌの周
期及びカラーフィルタＦの周期と、ＳＬＭに書きこまれたホログラムＨＧとは、ほぼ同一



(7) JP 2012-508394 A 2012.4.5

10

20

30

40

50

の大きさを有する。当該２つの周期の、サイズについての一定の差は、画像分離手段Ｌと
ＳＬＭとの距離に起因して引き起こされる。この差は、１％以下である。水平方向におい
て、周期は繰り返される。
【００２９】
　図３Ｂは、ピクセルピッチＳＰの表示を含む、単色ＳＬＭのピクセル列ｌ及びｒの正面
図を概略的に示している。本図は、カラーフィルタＦのＲＧＢの個々の有色縞を有するピ
クセル列ｌ及びｒの割り当てを示している。このとき、常に２つのピクセル列は、１つの
分離手段により覆われている。この割り当ては、それぞれのピクセル列の下部に示された
、原色Ｒ、Ｇ、及びＢの表示により明記される。ＳＬＭにおける３Ｄオブジェクトの符号
化に関連するピッチＳＰは、図１Ａ及び１Ｂに示される単色の表示装置と同等の大きさで
ある。従って、２つの視認領域ＶＷＬ及びＶＷＲは、図１Ａ及び１Ｂに示された単色の表
示装置と同様のサイズを有して生成される。続いて、適宜符号化されたホログラムを有す
る、ＳＬＭのピクセル列ｌ及びｒは、これらの視認領域に交互に結像される。ＨＧＲＬ、
ＨＧＧＬ、及びＨＧＢＬで示された全ての列は、左眼用の視認領域ＶＷＬに結像され、Ｈ
ＧＲＲ、ＨＧＧＲ、及びＨＧＢＲで示された全ての列は、右眼用の視認領域ＶＷＲに結像
される。従って、それぞれの視認領域は原色ＲＧＢの全てが合成されて提供され、観測者
の眼球は、３Ｄオブジェクトの有色再現を視ることができる。
【００３０】
　異なる位置に移動した観測者に、水平に視認領域ＶＷＬ及びＶＷＲを追跡させるように
、ホログラムＨＧＲＬ、ＨＧＲＲ、ＨＧＧＬ、ＨＧＧＲ、ＨＧＢＬ、及びＨＧＢＲのコン
テンツはＳＬＭにおいて水平に移動させることができる。この移動は、列方向のみ可能で
あるため、視認領域は離散的にのみ移動可能である。故に、新たな位置に移動された視認
領域が直前の位置とシームレスに接合するように、視認領域は十分な幅を持つべきである
。従って、図３Ａを参照すると、ピクセル列はシリンドリカルレンズによって非合焦方式
で結像され、視認領域の幅は拡張される。１次元の符号化方式が用いられる場合は、結像
方向は非符号化方向であるため、視認領域の広がりは、当該非合焦により増加される。
【００３１】
　各分離素子あるいは各シリンドリカルレンズは、活性化されたピクセル列間に配置され
た、追加の活性化されていないピクセル列にさらに割り当てられてもよい。これらは、ス
テレオコントラストの改善を提供する。視認領域ＶＷＬとＶＷＲとが部分的に重なる場合
、ステレオコントラストは低下する。活性化されていないピクセル列の挿入は、隙間なく
ピクセル列を結像することができない場合、あるいはそれらが重なってしまう場合に有利
になり得る。シームレスな接合は、視認領域の追跡に必要であり、重なりを回避すること
は、高いステレオコントラストを得るために必要である。活性化されていないピクセル列
の挿入は、２つの視認領域ＶＷＬとＶＷＲとの間で、照射されていない隙間を引き起こす
が、当該隙間は、視認領域を水平に追跡する場合に、例えば１ピクセル列単位でホログラ
ムを移動することにより照射されるだろう。
【００３２】
　分離素子は、左眼用のホログラムを有する全てのピクセル列を、観測面の特定の位置に
重ね合わせて結像し、当該ホログラムについての視認領域ＶＷＬを形成する。これは単色
表示装置と同様の方法で行われる。結果的に、右眼用のホログラムを有する全てのピクセ
ル列は、１つの視認領域ＶＷＲに結像され、重ね合わせられる。
【００３３】
　カラーフィルタＦは、レンチキュラに直接取り付けられ、対応するピクセル列の光をフ
ィルタする。これらは、例えばレンチキュラの、構造を有する側に配置されてよい。構造
の代表奥行きは数十μｍの範囲であるから、ＬＣＤパネルのカバーガラスの一般的な厚さ
である約１ｍｍよりも十分に小さい。従って、レンズとカラーフィルタの距離と、従来技
術の構成である、ピクセルとカラーフィルタとの距離との比較に応じて、妨害効果の発生
は十分に小規模となる。このことは、回折によって引き起こされるクロストークを十分に
低減し、視認領域を追跡する角度範囲を拡張する。カラーフィルタにおける回折効果は、
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有色縞のピッチが、シリンドリカルレンズのピッチと同じであり、かつシリンドリカルレ
ンズのピッチが、ピクセルピッチよりも大きいため、最小限まで減らされる。
【００３４】
　光学画像分離手段は、プリズムマスクやバリアマスクの方式で実現されてもよい。バリ
アマスクでは、カラーフィルタの有色縞は、マスクの透過領域に対応する。
【００３５】
　カラーフィルタは、例えばレンチキュラに取り付けられた、後段のフィルムの露光色に
より安価に作られてもよい。また、カラーフィルタは、レンチキュラ材とシリンドリカル
レンズ構造の間に挿入されてもよい。これは、ＳＬＭにおけるフィルタ層の配置よりも、
より簡単である。
【００３６】
　カラーフィルタを用いた有色光の生成の代替案は、色付けされた分離素子の使用である
。この場合、三原色Ｒ、Ｇ、及びＢの周期は、３つの分離素子に割り当てられる。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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